




要約:東京都における周産期医療情報のシステムは、東京都母子保健サーピスセンタ―が

サポートするコンピューターネットワークにより、都内の主要な 17 新生児医療機関と 18

産科医療機関が加盟し、診療能力情報と入院患者診療情報の管理を行っている。また、都

内の保健所を対象としたアンケート調査を行い、退院後の医療情報の伝達について調査し

たが、新生児医療機関から保健所への情報の伝達が充分に行われていないことが明らかに

なった。新生児医療機関が統一した連絡票を作成して保健所への情報の伝達をスムースに

行う必要がある。また、産科医療機関から新生児医療機関への母体、分娩に関する情報の

伝達にも、統一した連絡票を作成する必要がある。


